
フィジー諸島共和国における自然体験実習 

日本とは異なる風土のなかで，人の暮らしと自然との関わりを見つめてみませんか． 

実施：2008 年 9 月 1 日（月）～9 月 13 日（土） web site: http://www.hagiya.org/fiji/ 

説明会：5/8 (木)17:00,18:30～ ６号館 6B1 
5/20(火)12:30～  ３号館 321 

１．フィジー諸島共和国について 
フィジー諸島共和国は日本から 7200km．赤道を越えた南緯

19度にあります．人口約 90万人．ビチレブ島及びバヌアレブ

島を中心に，約 330 の島からなります。英連邦の構成国家の

ひとつで南太平洋国家群の中心的な役割を果たしています．

首都はビチレブ島スバ．住民はメラネシア系フィジー人と移民

のインド人が各 51%,44%を占めています．ラグビーが盛んで，

特に７人制ラグビーはW杯優勝の強国です．宗教はカトリック

(フィジー系)，ヒンズー教・イスラム教(インド系)などです．主要

産業は観光業，サトウキビ農業，鉱業，軽工業，漁業です． 

 日本からは成田発の直行便がビチレブ島のナンディ国際空

港に月木土の週３回往復しています．所要時間約８時間半．

時差は日本時間＋３時間．道路は左側通行．通貨はフィジー

ドル．1FJ$＝約 70 円です．大陸から離れているため，伝染病，

寄生虫の心配はありません．治安は良好で，衛生面に問題

はなく、水道水は飲用できます．道路，橋梁など社会資本は

未発達で，今後の発展が見込まれます． 

 
図１ フィジー諸島共和国の位置 

２．実習目的 
フィジー諸島共和国の島々の自然と文化，歴史と現在

について学びます．メインは南太平洋大学 Univ. of the 

South Pacific（以下 USP）の学生と共同で行う、内陸での

地質・植生調査，測量実習ですが，離島リゾートの基盤設

備見学，珊瑚礁観察，映像実習，自炊生活など，様々な

プログラムが組まれています．これらの体験を通して，学

生が自ら課題を見いだし，解決・達成する事が目標です． 

 

３．実習内容 
１．事前学習 

生物学実験の野外実習に参加し、基礎的な調査方法を

学ぶほか、夏休み中の３日間、基盤施設や野外調査・測

量の基本を学びます。また映像制作実習を行います。 

２．現地での学習 

①フィジーの自然観察：地形・地質・植生調査，天体観測，

珊瑚礁観察 

②土木・建築実習：測量実習，住環境調査，浄水場・発電

所，下水処理施設見学，家屋設計 

③異文化交流：伝統儀式（セブセブ）体験，現地宿泊体験，

自炊生活体験，村の人々との交流，現地の小学校訪問。 

④ 語学研修： USPの教員・学生との交流，共同学習，英

語でのプレゼンテーション、村での現地語習得 

⑤ メディア実習：映像記録実習 

３．事後学習 

 帰国後、９月中に学習のまとめを行います。 

 
図 2 シンガトカ川、実習地の村とガリマーレ石灰岩 

 

４．実習のポイント 
＊多分野の教員による引率・指導＊ 

 実習のメインは，ビチレブ島内陸のガリマーレ石灰岩地

域での調査です．3～4 人を１班として，地質調査・植生調

査・水質調査・化学実験・測量実習などを行います。指導

は都市工学科の皆川 勝教授、リテラシー化学の萩谷 

宏准教授、化学実験非常勤の矢ヶ部重隆講師・大町忠敏

講師、生物学非常勤の渡辺国広講師を予定しています． 

 
図 3 実習風景 

＊USP 学生との共同学習＊ 

 到着初日にフィジーの首都スバにあるUSPキャンパスを

訪問し、英語での特別講義を受けます。USPの教員・学生

とは，メインの地質・植生・水質調査，測量実習を数日間

一緒に行い，調査結果のプレゼンも英語で行います． 

 
図 4 村の人々と 

＊異文化交流＊ 

 祖先の霊に対しての報告と安全を祈願し、カヴァという

植物の根を濾した飲料の杯を回す，伝統儀式(セブセブ)を

村の集会場で行います．また古民家見学，自炊生活，村

への宿泊などを通してフィジーの文化を体験します．フィジ

ーの人々は大変ホスピタリティーに富み友好的です． 

＊メディア実習・語学研修＊ 

 フィジーは英連邦の一員であり，英語が公用語です． 

実習の全日程を通じて，デジタルカメラ，デジタルビデオカ

メラを使用して班ごとに実習の記録をとります．また，USP

の教員・学生との会話，村人との交流などを通じて，コミュ

ニケーション能力の修得を目指します． 

 
図 5 USP（南太平洋大学）での講義 

＊浄水場・下水処理場・発電所見学＊ 

 ママヌザ諸島のマナ・アイランドリゾートで，海水淡水化

による上水施設，発電所，下水処理施設など，離島のリゾ

ート施設を支える基盤設備を見学します． 

＊珊瑚礁観察＊ 

USP の海洋地質学者 Suzanne Pohler 博士の指導で、

現世のサンゴ礁を観察します．また、マナ島では水中観察

の専門家による珊瑚礁の生物の講義と、シュノーケルを

使った海中観察を行います。（希望者はダイビング可） 

 

図 6 マナ島 (Mana Island Resort) 

 

 
図 7 シュノーケリング 

＊その他の特徴＊ 

 この実習は，過去５回の実習に参加した学生と教員が

協力してプログラムを組んでいます。実施に際し、東京大

学をはじめ、共同研究を行っている複数の大学・研究所の

スタッフのご協力をいただいています。 

また、学生の提案・設計により、調査地に宿舎と上下水

道を建設する計画が 2004 年から進行中です。 

 

５．実習の要目 

工学・知識工学基礎科目「海外体験実習(1)」 
実施期間：2008.9.1（月）-9.13（土） 

費用：約 25万円（旅行社の表示価格 22万円） 

対象：工学部・環境情報学部の学生・大学院生 

募集：12 名（希望者多数の場合は書類で選考） 

旅行手配： G-FiELD 担当：寺阪 

現地旅行社：ATSPacific (UTC’s Fiji) 

問い合わせ先：知識工学部・リテラシー化学 萩谷 宏 

 e-mail: hiroshi.hagiya@nifty.ne.jp 

（６号館化学実験準備室で相談に対応します。） 

申込み先：１号館６階 604（萩谷研究室） 


